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見直しの概要と活用法
「インターンシップ」

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

定
義
化

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
の
基

本
的
な
考
え
方
は
、
１
９
９
７
年
に
当

時
の
文
部
省
・
労
働
省
・
通
商
産
業
省

の
い
わ
ゆ
る
「
三
省
合
意
」
に
よ
り
、

「
学
士
・
修
士
・
博
士
課
程
の
学
生
（
以

下
、「
学
生
」
と
し
ま
す
）
が
在
学
中

に
自
分
の
専
攻
や
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
に

関
連
し
た
就
業
体
験
を
行
な
う
こ
と
」

で
あ
り
、
採
用
活
動
と
は
あ
く
ま
で
別

物
で
あ
る
、
と
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た

め
企
業
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参

加
し
た
学
生
の
情
報
を
採
用
活
動
に
活

用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
状
況
に
対
し
、
採
用
と
大
学
教

育
の
未
来
に
関
す
る
産
学
協
議
会
は
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
明
確
に
定
義
す

る
こ
と
で
学
生
情
報
を
採
用
活
動
に
活

用
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
２
０
２
２
年

４
月
に
「
２
０
２
１
年
度
報
告
書
『
産

学
協
働
に
よ
る
自
律
的
な
キ
ャ
リ
ア
形

成
の
推
進
』」
を
公
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
報
告
書
を
受
け
、
２
０
２
２
年

６
月
、
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
・

経
済
産
業
省
に
よ
り
三
省
合
意
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
学
生
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
に
対
す
る
支
援
活
動
を

４
つ
の
類
型
に
分
類
し
（
以
下
、「
４

類
型
」
と
し
ま
す
）、
そ
の
な
か
で
「
学

生
が
そ
の
仕
事
に
就
く
能
力
が
自
ら
に

備
わ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
見
極
め
る

こ
と
を
目
的
に
、
自
ら
の
専
攻
を
含
む

関
心
分
野
や
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
に
関
連

し
た
就
業
体
験
を
行
な
う
支
援
活
動
」

だ
け
が
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
の
名

称
を
使
用
で
き
、
取
得
し
た
学
生
情
報

を
採
用
活
動
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

４
類
型
の
特
徴
と

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　

ま
ず
、
４
類
型
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ

う
に
定
義
さ
れ
、
ど
の
類
型
が
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
と
さ
れ
る
の
か
を
見
て
い

き
ま
し
ょ
う
（
48
㌻
図
）。

オ
ー
プ
ン
・
カ
ン
パ
ニ
ー

　

タ
イ
プ
１
は
、
学
生
に
対
す
る
「
情

報
提
供
」
を
目
的
と
す
る
支
援
活
動

で
、
実
施
時
期
は
、
学
業
両
立
に
配
慮

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
対
象
も

大
学
・
大
学
院
の
全
期
間
と
さ
れ
、
学

年
は
問
わ
れ
ま
せ
ん
。
企
業
や
就
職
情

報
会
社
な
ど
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
や

説
明
会
を
想
定
し
て
お
り
、
期
間
も
超

短
期
（
単
日
）
と
さ
れ
、
就
業
体
験
は

山口　善広
ひろたの杜労務オフィス 代表
社会保険労務士

2025年3月に卒業する就活生から、インターンシップの扱いや定義
といったルールが変更されています。新ルールを踏まえて、中小企業
のインターンシップの導入・運用のポイントを解説します。
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な
し
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

タ
イ
プ
１
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

該
当
せ
ず
、「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」

と
い
う
名
称
を
使
う
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
取
得
し
た
学
生
情
報
は
採
用
活
動

に
活
用
で
き
ま
せ
ん
が
、
自
社
や
業
界

の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
大
切

な
機
会
に
位
置
付
け
ら
れ
ま
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
は
、
企
業
の
ビ

ジ
ョ
ン
や
職
場
の
雰
囲
気
を
説
明
会
や

オ
ン
ラ
イ
ン
等
で
紹
介
す
る
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
教
育

　

タ
イ
プ
２
の
目
的
は
、
ま
さ
に
「
教

育
」
で
あ
り
、
企
業
が
C
S
R
（
企
業

の
社
会
的
責
任
）
の
一
環
と
し
て
行
な

う
も
の
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

タ
イ
プ
２
の
実
施
期
間
は
、
一
般
的

に
１
〜
３
日
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
対

象
は
大
学
・
大
学
院
の
全
期
間
と
さ

れ
、
学
年
は
問
わ
れ
ま
せ
ん
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
は
、
座
学
に
お
け

る
事
業
や
業
務
の
説
明
に
と
ど
ま
ら

ず
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
の
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
、
業
務
へ
の
同
行
や
実
務
の

体
験
も
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

取
得
し
た
学
生
情
報
は
、
タ
イ
プ
１

と
同
じ
く
採
用
活
動
に
活
用
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
学
生
と
深
く
関
わ

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
タ
イ
プ
１
よ

り
も
自
社
の
特
徴
を
よ
り
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

汎
用
的
能
力
・
専
門
活
用

型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　

こ
の
タ
イ
プ
３
と
、
後
述
す
る
タ
イ

プ
４
が
、「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
に

該
当
す
る
も
の
と
さ
れ
、
取
得
し
た
学

生
情
報
を
採
用
活
動
開
始
以
降
に
限
り

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
対
象

は
、
学
部
生
３
年
・
４
年
、
修
士
１

年
・
２
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

タ
イ
プ
３
の
目
的
は
、
就
業
体
験
を

通
じ
て
学
生
に
自
ら
の
能
力
を
見
極
め

て
も
ら
い
、
企
業
側
も
採
用
選
考
を
視

野
に
入
れ
た
学
生
に
対
す
る
評
価
材
料

を
取
得
す
る
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
タ
イ
プ
３
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
に
は
、「
汎
用
的
能
力
活
用
型
」

と
「
専
門
活
用
型
」
が
あ
り
ま
す
。

　
「
汎
用
的
能
力
活
用
型
」
と
は
、
名

称
の
と
お
り
、
基
本
的
に
学
生
の
専
攻

や
分
野
を
問
わ
な
い
た
め
、
学
生
を
広

く
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。
た
だ
、
無
制
限
に
学
生
を

募
集
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
募
集
要

項
に
就
業
体
験
に
必
要
な
能
力
を
具
体

的
に
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、「
専
門
活
用
型
」
は
、
特
定

の
専
門
性
を
重
視
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

な
り
ま
す
の
で
、
参
加
で
き
る
学
生
は

限
定
さ
れ
ま
す
。

　

タ
イ
プ
３
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と

し
て
認
め
ら
れ
る
た
め
の
諸
条
件
と
し

て
以
下
の
５
つ
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

要�

件
❶　
学
生
の
参
加
期
間
の
半
分
を

超
え
る
日
数
を
職
場
で
の
就
業
体
験

に
充
て
る
こ
と

要�

件
❷　
就
業
体
験
で
は
、
職
場
の
社

員
が
学
生
を
指
導
し
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
終
了
後
、
学
生
に
対
し
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
な
う
こ
と

　

就
業
体
験
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
ガ

イ
ダ
ン
ス
や
社
内
見
学
は
該
当
せ
ず
、

実
際
の
業
務
を
体
験
す
る
こ
と
の
み
が

就
業
体
験
に
該
当
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い

て
、
企
業
は
学
生
の
評
価
材
料
を
得
る

の
が
目
的
で
あ
り
、
学
生
に
と
っ
て

も
、
自
分
の
能
力
を
見
極
め
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
た

め
、
部
署
ご
と
に
細
切
れ
に
就
業
体
験

を
行
な
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

学
生
を
指
導
す
る
従
業
員
に
つ
い
て

は
、
必
ず
し
も
正
社
員
で
あ
る
必
要
は

な
く
、
業
務
内
容
を
把
握
し
て
い
る
契

約
社
員
や
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
が
指
導
し

て
も
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
終
了
後
に
学
生
に
対

し
て
就
業
体
験
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を

行
な
う
必
要
が
あ
る
の
で
、
人
選
に
は

配
慮
が
必
要
で
す
。

要�

件
❸　
汎
用
的
能
力
活
用
型
に
つ
い

て
は
５
日
間
以
上
実
施
、
専
門
活
用

型
に
つ
い
て
は
２
週
間
以
上
実
施
す

る
こ
と

　

専
門
活
用
型
の
「
２
週
間
」
の
考
え

方
で
す
が
、
１
週
間
を
５
営
業
日
と
捉

え
、
合
計
10
営
業
日
と
解
釈
し
て
も
構

い
ま
せ
ん
。
１
日
あ
た
り
の
時
間
数
に

つ
い
て
も
具
体
的
に
基
準
が
あ
る
わ
け

で
は
な
い
の
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

内
容
で
企
業
が
決
定
で
き
ま
す
。

要�

件
❹　
学
部
生
３
年
・
４
年
、
修
士

１
年
・
２
年
の
そ
れ
ぞ
れ
の
長
期
休

暇
期
間
を
充
て
る
こ
と
。
た
だ
し
、

大
学
の
正
課
や
博
士
課
程
に
お
い
て

実
施
さ
れ
る
場
合
は
そ
の
限
り
で
は

な
い　

　

タ
イ
プ
３
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
長
期
に

わ
た
る
た
め
、
学
業
と
の
両
立
に
配
慮

し
、
夏
休
み
や
冬
休
み
、
入
試
休
み
・

春
休
み
の
長
期
休
暇
期
間
に
実
施
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

要�

件
❺　
実
施
す
る
際
、
募
集
要
項
等

に
以
下
の
事
項
を
記
載
し
て
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
公
開
す
る
こ
と

⃝

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
趣
旨
（
目
的
）

⃝
�

実
施
時
期
・
期
間
、
場
所
、
募
集
人

数
、
選
抜
方
法
、
無
給
／
有
給
等

⃝
�

就
業
体
験
の
内
容
（
受
入
れ
職
場
に

関
す
る
情
報
を
含
む
）

⃝
�

就
業
体
験
を
行
な
う
際
に
必
要
な

（
求
め
ら
れ
る
）
能
力

2

タ
イ
プ

3

タ
イ
プ
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高
度
専
門
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　

タ
イ
プ
４
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
試
行

段
階
で
す
が
、

⃝

ジ
ョ
ブ
型
研
究
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

⃝
�

高
度
な
専
門
性
を
重
視
し
た
修
士
課

程
学
生
向
け
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
２
種
類
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ジ
ョ
ブ
型
研
究
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
」
と
は
、
自
然
科
学
系
の
博
士
課
程

⃝
�

採
用
選
考
活
動
等
の
実
績
概
要
（
企

業
に
よ
る
公
表
の
み
）

　

こ
れ
ら
５
つ
の
要
件
を
満
た
し
た
タ

イ
プ
３
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
得
た

学
生
情
報
に
つ
い
て
、
企
業
は
、
採
用

活
動
開
始
以
降
の
時
期
に
限
り
、
学
生

に
対
し
て
採
用
活
動
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー

案
内
を
送
付
し
た
り
、
採
用
選
考
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
一
部
を
省
略
す
る
な
ど
の
活

用
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⃝
�

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お
け
る
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク

⃝
�

採
用
活
動
開
始
以
降
に
限
り
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
じ
て
取
得
し
た

学
生
情
報
を
活
用
す
る
旨
（
活
用
内

容
の
記
載
は
任
意
）

⃝
�

当
該
年
度
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実

施
計
画
（
時
期
・
回
数
・
規
模
等
）

⃝
�

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
に
係
る
実

績
概
要
（
過
去
２
～
３
年
程
度
）

学
生
が
対
象
と
さ
れ
、
学
生
と
２
か
月

以
上
の
雇
用
期
間
を
前
提
と
し
た
雇
用

契
約
（
有
給
）
を
結
び
、
企
業
研
究
に

取
り
組
む
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
高
度
な
専
門
性
を
重
視
し
た
修
士

課
程
学
生
向
け
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」

は
、
人
文
社
会
科
学
系
の
修
士
課
程
学

生
向
け
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
施
期
間

は
、
２
週
間
以
上
を
想
定
し
て
お
り
、

有
給
が
基
本
で
す
。

　

対
象
職
種
は
、
学
生
の
ス
キ
ル
を
客

観
的
に
把
握
で
き
る
財
務
や
経
理
、
法

務
な
ど
の
職
種
や
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

開
発
、
営
業
等
、
文
系
の
修
士
課
程
学

生
が
能
力
を
発
揮
し
や
す
い
と
思
わ
れ

る
職
種
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
小
企
業
は
４
類
型
を

い
か
に
活
用
す
べ
き
か

　

中
小
企
業
が
採
用
活
動
に
あ
た
り
、

４
類
型
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

タ
イ
プ
１
や
タ
イ
プ
２
は
、
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
に
は
該
当
し
ま
せ
ん
が
、

タ
イ
プ
３
や
タ
イ
プ
４
と
違
い
、
対
象

学
年
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が

っ
て
、
ま
ず
学
部
生
１
年
・
２
年
の
学

生
に
対
し
、
タ
イ
プ
１
の
「
オ
ー
プ

ン
・
カ
ン
パ
ニ
ー
」
を
活
用
し
、
自
社

の
認
知
を
進
め
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

■学生のキャリア形成に対する支援活動の4類型

出典�　採用と大学教育の未来に関する産学協議会2021年度報告書『産学協働による自律的なキャリア
形成の推進』（概要版）を元に作成

類型 取組みの性質 特徴

タイプ 1
オープン・
カンパニー

個社・業界の
情報提供等

⃝�主に、企業・就職情報会社や大学キャリアセンタ
ーが主催するイベント・説明会を想定

⃝�学生の参加期間（所要日数）は超短期（単日）。
就業体験はなし

⃝�実施時期は、時間帯やオンラインの活用など学業
両立に配慮し、学士・修士・博士課程の全期間（年
次不問）

⃝取得した学生情報の採用活動への活用は不可

タイプ 2
キャリア教育

教育

⃝�主に、企業がCSRとして実施するプログラムや、
大学が主導する授業・産学協働プログラム（正課
・正課外を問わない）を想定

⃝�実施時期は、学士・修士・博士課程の全期間（年
次不問）。ただし企業主催の場合は、時間帯やオ
ンラインの活用など、学業両立に配慮

⃝�就業体験は任意
⃝取得した学生情報の採用活動への活用は不可

タイプ 3
汎用的能力・
専門活用型
インターンシップ

就業体験
能力の見極め
評価材料の取
得

⃝�適性・汎用的能力ないしは専門性を重視したプロ
グラムを想定

⃝�参加期間は、汎用的能力活用型は５日間以上、専
門活用型は２週間以上

⃝�就業体験は必ず行なう。参加期間の半分を超える
日数を職場で就業体験

⃝�実施場所は、職場（職場以外との組み合わせも可。
テレワークを含む）

⃝�実施時期は、学部３年・４年、修士１年・２年の
長期休暇期間（夏休み、冬休み、入試休み・春休み）。
大学正課および博士課程は、上記に限定されない

⃝�無給が基本。ただし、実態として社員と同じ業務・
働き方となる場合は、労働関係法令の適用を受け、
有給
⃝�職場の社員が学生を指導し、インターンシップ終
了後にフィードバック

⃝�募集要項等において、必要な情報開示を行なう
⃝�取得した学生情報の採用活動への活用は、採用活
動開始以降に限り、可

タイプ 4（試行）
高度専門型
インターンシップ

就業体験
実践力の向上
評価材料の取
得

⃝�該当するジョブ型研究インターンシップ、高度な
専門性を重視した修士課程学生向けインターンシ
ップは、大学と企業が連携して実施するプログラ
ム

⃝�就業体験は必ず行なう
⃝�取得した学生情報の採用活動への活用は、採用活
動開始以降に限り、可

4

タ
イ
プ
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さ
ら
に
中
小
企
業
と
し
て
、
予
算
を

か
け
ず
に
自
社
を
認
知
し
て
も
ら
う
最

高
の
ツ
ー
ル
は
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や

X
な
ど
の
S
N
S
で
す
。
S
N
S
で
積

極
的
に
自
社
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く

こ
と
が
、
学
生
か
ら
の
認
知
を
得
る
有

効
な
手
段
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

次
に
、
タ
イ
プ
２
の
「
キ
ャ
リ
ア
教

育
」
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
実
務
の
体

験
を
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
よ
り
深
く

自
社
を
知
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
た

だ
、
会
場
を
用
意
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
な

る
と
経
費
が
か
か
る
た
め
、
こ
ち
ら
も

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
を
検
討
し
て
み

て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

た
と
え
ば
学
生
が
参
加
し
や
す
い
平

日
の
夕
方
や
週
末
に
、
業
界
の
ト
レ
ン

ド
を
テ
ー
マ
に
し
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
で
す
。
実
施
し
た
取
組
み
を
S
N
S

で
紹
介
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
認
知
を

広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

タ
イ
プ
３
や
タ
イ
プ
４
の
、
新
た
に

定
義
さ
れ
た
「
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
」
の

導
入
は
、
経
費
的
に
も
人
員
的
に
も
、

中
小
企
業
に
は
少
し
ハ
ー
ド
ル
が
高
い

も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
将
来
の
幹
部
候
補
と
も
い

え
る
優
秀
な
学
生
と
早
く
か
ら
接
触
で

き
、
採
用
に
つ
な
げ
る
絶
好
の
チ
ャ
ン

ス
で
も
あ
り
ま
す
。
人
員
を
割
き
予
算

⃝
�

企
業
側
か
ら
の
業
務
に
対
す
る
指
揮

命
令
の
有
無

⃝
�

学
生
が
行
な
っ
た
活
動
の
結
果
に
対

す
る
企
業
側
の
利
益　

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

⑵
　
労
働
関
係
法
令
の
適
用

　

タ
イ
プ
３
な
ど
で
、
学
生
と
雇
用
契

約
を
結
ん
だ
場
合
、
学
生
で
あ
っ
て
も

労
働
者
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
企
業
で
雇
用
さ
れ
て

い
る
従
業
員
と
同
様
に
、
労
働
関
係
の

法
令
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
雇
用
契
約
を
結
ぶ
際
の
労
働
条
件

の
明
示
や
、
法
定
労
働
時
間
の
遵
守
、

時
間
外
や
休
日
の
割
増
賃
金
の
算
定
な

ど
に
つ
い
て
は
労
働
基
準
法
、
最
低
賃

金
額
に
つ
い
て
は
最
低
賃
金
法
、
業
務

中
に
ケ
ガ
を
し
た
場
合
に
は
労
災
保
険

法
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

雇
用
保
険
や
社
会
保
険
に
つ
い
て

は
、
定
時
制
や
休
学
中
の
学
生
で
な
い

場
合
、
基
本
的
に
は
対
象
外
と
な
り
ま

す
が
、
雇
用
期
間
や
時
期
、
労
働
時
間

に
よ
っ
て
は
注
意
が
必
要
で
す
。

⑶
　
秘
密
保
持
の
誓
約

　

企
業
内
に
従
業
員
以
外
の
者
を
受
け

入
れ
る
た
め
、
情
報
漏
え
い
か
ら
企
業

を
守
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

タ
イ
プ
３
や
タ
イ
プ
４
は
も
ち
ろ

も
組
ん
で
、
要
件
を
ク
リ
ア
で
き
る
よ

う
手
配
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

労
働
人
口
の
減
少
を
前
に
、
優
秀
な

学
生
の
確
保
は
企
業
に
と
っ
て
死
活
問

題
と
い
え
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
導
入
は
、
中
小
企
業
に
と
っ
て
も
重

要
な
命
題
と
な
る
で
し
ょ
う
。
試
行
段

階
の
タ
イ
プ
４
の
導
入
は
難
し
く
て

も
、
タ
イ
プ
３
の
導
入
が
で
き
る
よ
う

検
討
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

企
業
が
学
生
を

受
け
入
れ
る
際
の
注
意
点

⑴
　
賃
金
の
問
題

　

学
生
が
企
業
内
で
行
な
っ
た
活
動

が
、
体
験
的
な
要
素
が
少
な
く
、
業
務

と
し
て
認
め
ら
れ
、
学
生
に
対
し
業
務

と
し
て
の
指
示
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ

る
場
合
は
、
実
務
の
体
験
で
は
な
く
、

業
務
と
し
て
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
賃
金
が
発
生
し
ま
す
。

　

最
初
か
ら
有
給
と
し
て
実
務
の
体
験

を
し
て
も
ら
っ
た
と
し
て
も
、
賃
金
と

判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
最
低
賃
金
を
上

回
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
実
務
の
体
験
」
と
「
業
務
」
を
区

別
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

⃝
�「

見
学
や
体
験
的
な
要
素
」
と
「
作

業
（
業
務
）」
の
バ
ラ
ン
ス

ん
、
タ
イ
プ
２
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
あ

っ
て
も
、
実
施
内
容
に
よ
っ
て
は
企
業

情
報
を
開
示
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

必
要
に
応
じ
て
イ
ベ
ン
ト
の
開
始
時

ま
で
に
学
生
か
ら
秘
密
保
持
の
誓
約
書

を
提
出
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
内
容
と
し
て
は
、
イ
ベ
ン
ト
中
に

知
り
得
た
機
密
情
報
に
つ
い
て
守
秘
義

務
が
あ
る
こ
と
の
確
認
、
機
密
情
報
漏

え
い
時
の
損
害
賠
償
に
応
じ
る
旨
の
同

意
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

⑷
　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

　

受
け
入
れ
る
学
生
に
関
わ
る
従
業
員

に
対
し
て
、
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
等

の
防
止
に
関
す
る
教
育
や
、
規
程
を
定

め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

す
べ
て
の
企
業
に
は
、
雇
用
管
理
措

置
義
務
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
法

律
上
、
こ
れ
ら
は
雇
用
さ
れ
た
従
業
員

が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
労
働
施
策

総
合
推
進
法
や
男
女
雇
用
機
会
均
等
法

で
は
、「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
な

っ
て
い
る
者
等
に
対
す
る
言
動
に
つ
い

て
必
要
な
注
意
を
払
う
よ
う
配
慮
す
る

こ
と
」
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

学
生
に
対
し
て
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

被
害
に
遭
っ
た
場
合
に
は
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
相
談
窓
口
が
あ
る
こ
と
を
周
知
す

る
こ
と
で
、
安
心
感
を
持
っ
て
も
ら
う

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　

や
ま
ぐ
ち
　
よ
し
ひ
ろ　

会
社
員
時
代
は
営
業
や
総
務
の
経
験
を
積
み
、社
労
士
事
務
所
に
勤
務
の
う
え
、独
立
開
業
。

現
在
は
、
労
働
者
や
事
業
主
か
ら
の
労
働
相
談
を
受
け
つ
つ
、
社
労
士
試
験
の
受
験
生
の
支
援
も
行
な
っ
て
い
る
。
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